
地域連携推進会議　議事録

実施日時

施設名

主催者側

公表用

2026年　2月　7日（土）13:25～15：50

杉山ホーム

議題内容

概要
６名内１名男性５名が女性
３名一般就労、３名通所作業所へ行っています。
障害者支援区分１（軽）～６（重）
　区分２：３名、３：１名、５：２名
　危険認識が２の方より５の方の方が弱い
　精神的なところは変わりない。

朝食７時半（早く仕事へ行く利用者は５時半ぐらいに食べます）
大雪とわかっていると職場の方と調整しています。
８時すぎに食べる利用者が最後で９時には全員出掛けます。
１５時半から１７時に帰宅されます。帰宅後入浴・おやつなどそれぞれの動き
をします。言葉で言いにくい利用者には時間を取って話を聞きます。
職員と一緒に動く利用者は区分５の利用者です。休みの日は職員２名体制
です。

玄関の鍵は鍵のかけられる区分２の方３名が所持しています。
買い物は週一回は行くようにしています。また、ドライブに行ったりします。
食事は基本職員の手作りです。時々全員で外食しています。

夕食は１８時４５分～２０時４５分まで提供しています。
焼き魚などは提供直前に焼きます。

栄養士はいる？
ホームにはいません。ヨシケイを利用しています。

寮の作った料理を提供しないのか？
→保冷車がないのでしていません。
→虹の会でも利用しているがヨシケイで栄養バランスをとってもらえるので
ホームとしてはいいと思う。メニューを考える時間を利用者支援に当ててもら
うのが良い。６名分の食材を揃えるのも大変ですのでよい。
朝食は生協で購入、夕食はヨシケイで購入としている。
アレルギーの物は代替はできるのか？
→ヨシケイではできない。ホーム内で行う。好き嫌いは対応しないがアレル
ギーは対応する。

・防災備蓄は？
→事務室に御飯だけは１００食用意している。水は１２０ℓ飲み水としておいて
いる。お茶もあり。
今後トイレの固まるものを購入したいと思っている。蓄電池はおいているが
毛布などはない。
（自分のものを持ち出すとなる）避難時はヤサカさんの空き地に集合して避
難となっている。

すぎやまの家理事長　橋本浩明、杉山ホーム管理者　水艸亜紀、法人事務局長　大森陽子

議題１：利用者の日常生活の様子
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議題２：杉山ホーム生活費等の報告（経済的部分の開示）

議題３：地域とのかかわり

次回開催ま
での課題等

次回開催予定：2026年秋、杉山ホームリビング予定

概要

朝食・夕食・昼食（８日/月）で19,000円/月（昼食は400円/食）

数年前に赤字を出したことがあり、節約をするようになっています。

余裕が出た時にはお弁当を購入したり、今年度は年末にお弁当を購入して
います。
年度末に余った資金については利用者６名で割った金額（割れるところま
で）を返金しています。

食費以外では、家賃20,000円/月（補助10,000円/月有）、共益費15,000円/
月、お小遣い管理2,500円/月となっています。

議題内容

概要

年間数回の地域の清掃活動に参加しています。

防災訓練に参加しています。

区の方にはなんとなくの認識をいただいているようです。
１月の参会に参加して杉山ホームとはどんなところという話をさせてもらって
います。

年間６回の見守り活動をしていますのでここの話をしてもよいだろうか?→よ
ろしくお願いいたします。

当初はホームで購入して回している。区からの知識を一緒に保管している。
蓄電池は誰でもが使えるようにしていきたい。

・災害時の薬はどうする？
職員管理の人の分は一括で持てるが本人管理の分についてはどこにある
か把握する必要があると考えている。
一週間分多く持てる薬はもっている。
→マイナンバーカードにすると情報がすべて管理できる。
→法人で２名しか取り扱えないため作成できていない。他の職員で病院受
診ができなくなるため。
→マイナンバーカードの取扱いについてもう少し緩和されると利用しやすく
なるのかと考える。


